
備蓄項目を常に見直し検討
感染症対策用品を追加

防災リュックを
各席に1つ配備
　災害時に従業員が持ち出せる「防災リュック」は
各席に1つ配備。有事の際すぐに必要となるヘル
メットや軍手、一食分の水と軽食に加え不織布マス
クや簡易トイレもいれている。長期滞在用の備蓄
品は複数フロアに分散保管し、共有を行いながら
防災意識の浸透に努めている。

　社内に滞在するための3日分食料やトイレの備蓄をベース
に、 常に最新の情報をチェックしながら項目の検討を行ってい
る。 感染症流行時の災害に備え、除菌ティッシュや不織布マス
クに加え、抗原検査キットを配備し有事の際も社内で感染拡大
しないように整えている。
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